
新しい製鉄技術とCO2排出削減
鉄鋼産業は国内のCO2排出量のおよそ12％を占めており、その低減は非常に重要でする。しか
し、製鉄プロセスは非常に高温であり、かつ酸化物の還元、鉄の溶融のための浸炭材として炭素
を多量に使用するため、その大幅削減は非常に難しい。現在、その問題解決法の一つとして、鉄
鉱石と炭材の粉末を混合して成型した炭材内装鉱の利用が注目されている。本研修ではこの炭
材内装鉱原料を用いた製鉄について調査するとともにその特徴を実験的に評価し、その可能性を
議論することを目的とする。
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